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【目的】これまでに我々は、亜鉛トランスポーターZIP13 が筋緊張低下を呈する脊

椎手掌異形成型エーラス・ダンロス症候群の原因遺伝子であることを見出し

ているが、骨格筋における ZIP13 の役割は不明であった。そこで、骨格筋にお

ける ZIP13 の生理的意義を明らかにするために、以下の検討を行った。 

【方法】 

①Zip13-knock down(KD)細胞株を用いた機能解析 

マウス筋芽細胞株(C2C12)に Zip13-shRNA を導入し、Zip13-KD 細胞株を樹

立した。その後、ウマ血清により筋分化誘導した細胞株から全 RNA を抽出

し、筋分化関連遺伝子群の発現量を、RT-qPCR 法を用いて解析した。 
②Zip13欠損(KO)マウス由来初代骨格筋細胞を用いた機能解析 

生体レベルでの骨格筋形成過程における ZIP13 の役割を明らかにするため

に、野生型と Zip13-KO マウスから初代骨格筋細胞を取得した。その後、ウ

マ血清による分化誘導を行い、上記①と同様の方法で解析した。 
【結果】 

①Zip13-KD 細胞株では、筋分化関連遺伝子群の顕著な発現抑制と、筋管細胞

数の減少が認められた。 
②Zip13-KO マウス由来初代骨格筋細胞では、Zip13-KD 細胞株と同様に、筋分

化関連遺伝子群の有意な発現抑制が認められた。 
【考察】以上の結果より、ZIP13 は骨格筋分化において必要であることが示唆され

た。今後、Zip13flox/flox マウスとMyoD-Creマウスを交配して骨格筋特異的 Zip13-
KO マウスを作製し、生体レベルでの ZIP13 の骨格筋形成機構を解析する。 


